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パラアミノ安息香酸エチルのアワビ類稚貝

３種の剥離効果

河 西 一 彦・ 有 馬 孝 和・ 斉 藤 実

Eff ect of Ethyl-p-aminobenzoate on Exfoliation for Young Abalones

Kazuhiko KASAI, Takakazu ARIMA and Minoru SAITHO







１）パラアミノ安息香酸エチルを用いてアワビ類
３種の麻酔剥離を行い，実用上の適正濃度を求め
た。
２）適正麻酔濃度はフクトコブシ 75ppm，クロア
ワビ 50ppm となったが，メガイアワビでは当該
濃度は明らかでなかった。


